





― 顧客の構造問題の観点から ― 
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Problem of Co-Creation for Agile in Software Development: 












る（West and Grant, 2010）。 
このアジャイルは、ソフトウェア開発のすべての仕様が確定されてからではなく、ある程















                                                   






















でいく重量級な開発手法と比較される（妹尾, 2001; Coplien and Harrison, 2004; James 
















Sutherland, and Takeuchi, 2016）、BMWや米国トヨタ自動車といった自動車メーカーの







表 1 アジャイルとウォーターフォール・モデルの開発手法の比較  
アジャイル ウォーターフォール・モデル 
基本スタイル 適応型 予測型 











人的要因 人の要素を活かす 人為的な部分を排除、管理する 















































































表 2 アジャイルの適用条件 

































































































































































































































出典：Rigby, Sutherland, and Takeuchi（2016）、平井（2019）をもとに筆者作成 
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